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規
格
差
の
解
消
、
同
一
労
働
同
一

賃
金
達
成
に
は
成
果
の
評
価
の
正

確
性
が
求
め
ら
れ
る
。
同
僚
の
手

助
け
な
ど
見
え
に
く
い
部
分
の
評

価
の
枠
組
み
も
必
要
だ
。

　

都
留　

製
品
開
発
の
よ
う
に
高

度
に
知
的
な
業
務
で
は
、
時
間
外

労
働
規
制
を
当
然
の
前
提
と
し

て
、
自
由
に
考
え
る
時
間
の
確
保

が
重
要
だ
。
生
産
性
向
上
に
は
、

高
品
質
で
顧
客
ニ
ー
ズ
に
的
確
に

応
え
る
製
品
を
競
合
国
以
上
に
開

発
し
続
け
る
企
業
の
組
織
能
力
の

再
構
築
が
真
の
課
題
に
な
る
。

　

小
塩　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
改
善
や
組
織
改
革
で
、
生
産
性

向
上
と
働
き
方
改
革
は
同
時
に
解

決
で
き
る
と
思
う
か
。

　

大
湾　

コ
ー
チ
ン
グ
導
入
や
交

流
会
な
ど
横
の
つ
な
が
り
を
増
や

す
企
業
が
出
て
き
た
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
過
不
足
に
つ
い
て

は
、
業
務
内
容
や
個
人
の
能
力
が

違
う
た
め
最
適
な
量
は
量
り
が
た

い
。

　

徳
丸　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
時
間
数
と
時
間
比
率
で
測
っ
て

分
析
し
た
が
、
時
系
列
で
は
測
れ

な
い
最
適
さ
な
ど
を
捉
え
る
方
法

も
あ
る
。
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
要
に
な

る
仕
事
の
設
計
が
必
要
だ
ろ
う
。

　

都
留　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
短
期
で
見
る
と
非
生
産
時
間
だ

が
、
長
期
で
は
知
識
交
換
と
い
う

効
果
が
あ
り
プ
ラ
ス
に
働
く
。
働

き
方
改
革
と
生
産
性
向
上
は
セ
ッ

ト
で
取
り
組
む
べ
き
だ
。
そ
の
核

心
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
改

善
と
業
務
の
見
直
し
が
あ
る
。

　

中
島　

同
僚
の
手
助
け
の
時
間

を
十
分
と
れ
る
施
策
は
。

　

大
湾　

チ
ー
ム
活
動
の
定
義
、

報
酬
を
払
う
こ
と
な
ど
だ
。
長
期

的
な
チ
ー
ム
の
関
係
構
築
は
可
能

で
職
場
環
境
も
大
事
に
な
る
。

　

小
塩　

組
織
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
ど
う
考
え
る
か
。

　

徳
丸　

仕
事
の
プ
ロ
セ
ス
改
革

や
残
業
減
へ
の
報
奨
な
ど
が
あ

る
。

　

大
湾　

労
使
の
信
頼
関
係
が
大

事
で
残
業
削
減
も
従
業
員
の
信
頼

を
得
て
か
ら
行
う
べ
き
だ
。「
健

康
経
営
」
も
有
効
だ
。

　

小
塩　

働
き
方
改
革
は
健
康
に

プ
ラ
ス
に
な
り
長
期
的
に
は
生
産

性
向
上
に
も
つ
な
が
る
。
組
織
は

社
会
保
障
を
コ
ス
ト
と
考
え
が
ち

だ
が
、
人
材
獲
得
に
は
福
利
厚
生

の
充
実
も
大
事
に
な
る
だ
ろ
う
。

因
を
特
定
す
る
の
が
有
効
だ
ろ

う
。

　

徳
丸　

労
働
生
産
性
向
上
が
な

い
と
持
ち
帰
り
残
業
な
ど
の
形
で

長
時
間
労
働
が
残
存
し
か
ね
な

い
。
成
果
を
下
げ
る
打
ち
合
わ
せ

を
含
む
仕
事
プ
ロ
セ
ス
刷
新
が
、

生
産
性
向
上
・
長
時
間
労
働
抑
制

に
つ
な
が
る
。
緊
密
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
重
視
の
日
本
企
業
の

改
革
は
簡
単
で
は
な
い
が
取
り
組

む
べ
き
だ
。

　

中
島　

柔
軟
な
働
き
方
は
労
働

者
の
福
利
厚
生
や
労
働
者
確
保
の

点
で
重
要
だ
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー

ル
を
利
用
し
、
対
面
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
補
完
す
れ
ば
成

果
向
上
に
役
立
つ
。
正
規
・
非
正

　

小
塩　

働
き
方
改
革
に
つ
い
て

意
見
を
聞
き
た
い
。

　

大
湾　

休
日
出
勤
規
制
な
ど
は

必
要
だ
が
個
人
差
は
あ
る
。
長
時

間
労
働
に
影
響
を
受
け
や
す
い
人

に
合
わ
せ
た
設
定
が
必
要
だ
。
テ

レ
ワ
ー
ク
は
端
末
上
で
の
労
働
時

間
管
理
も
重
要
に
な
る
。
生
産
性

計
測
の
議
論
は
多
い
が
現
時
点
で

は
難
し
い
。
粗
い
生
産
性
指
標
を

用
い
て
生
産
性
と
相
関
が
強
い
要

仕
事
の
プ
ロ
セ
ス
刷
新

　生産性向上と働き方改革は日本の最優先課題だ。競争力を維持しながら豊かさを享受
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パネル討論と質疑応答

一
橋
大
学
経
済
研
究
所

所
長

小
塩
隆
士
氏

第１部　働き方改革の目的と方法

思
い
を
伝
え
た
手
紙
を
送
り
、
理

解
を
求
め
た
。
開
始
か
ら
２
年
で

有
給
休
暇
取
得
率
が
97
・
８
％
に

達
し
、
業
績
は
毎
年
増
収
・
増
益

を
維
持
し
て
き
た
。
社
会
か
ら
の

認
知
も
高
ま
り
、
社
員
の
エ
ン
ゲ

ー
ジ
メ
ン
ト
（
愛
社
精
神
）
も
向

上
し
た
。

60
歳
代
以
降
も
健
康
に
働
け
る

よ
う
生
活
習
慣
病
予
防
に
つ
な
が

る
５
つ
の
行
動
を
設
定
、
日
々
の

行
動
実
践
を
促
す
「
健
康
わ
く
わ

く
マ
イ
レ
ー
ジ
」、
介
護
に
も
対

応
す
る
在
宅
を

中
心
と
し
た
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク

や
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
オ
フ
ィ
ス
、
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
化
を
進
め
る
「
ど
こ

で
も
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
」
を
実
践
し
て
い

る
。

　

今
後
の
課
題
は
、
シ
ニ
ア
の
活

躍
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ（
多
様
性
）

の
推
進
だ
。
社
員
が
生
き
生
き
と

働
け
る
環
境
を
作
る
こ
と
で
、
生

産
性
を
高
め
、
付
加
価
値
を
高
め

る
こ
と
で
、
顧
客
や
社
会
に
貢
献

で
き
る
好
循
環
を
生
み
出
し
て
い

く
。

い
と
考
え
、
２
０
１
３
年
４
月
か

ら
「
ス
マ
ー
ト
ワ
ー
ク
・
チ
ャ
レ

ン
ジ
20
」
を
開
始
。
健
康
な
労
働

環
境
で
一
人
ひ
と
り
が
や
り
が
い

を
持
っ
て
働
け
る
よ
う
に
し
、
社

員
の
力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
こ

と
で
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
の
変
革
を
進
め
て
き

た
。
月
平
均
残
業
時
間
20
時
間
、

年
次
有
給
休
暇
20
日
の
完
全
取
得

を
目
標
に
掲
げ
る
。

　

具
体
的
な
施
策
は
、
浮
い
た
残

業
代
の
社
員
へ
の
還
元
、
有
給
休

暇
を
取
り
や
す
く
す
る
計
画
の
設

定
、
全
社
一
斉
年
休
取
得
日
の
設

定
、
不
測
の
病
気
な
ど
に
使
え
る

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
休
暇
の
新
設
、
業

務
品
質
向
上
を
目
指
し
た
全
社
統

一
開
発
プ
ロ
セ
ス
の
作
成
な
ど

だ
。
顧
客
や
家
族
に
健
康
経
営
の

　

Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｋ
は
情
報
シ
ス
テ
ム
の

構
築
や
保
守
運
用
を
は
じ
め
、
企

業
活
動
や
社
会
を
支
え
る
仕
組
み

を
提
供
し
て
い
る
。
従
業
員
は
グ

ル
ー
プ
で
１
万
２
千
人
、
内
８
割

が
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
だ
。
企

業
の
Ｉ
Ｔ
投
資
動
向
は
21
兆
円
規

模
と
活
発
だ
が
、

Ｉ
Ｔ
人
材
不
足
が

顕
著
で
長
時
間
労

働
が
常
態
化
し
て

い
る
。
長
時
間
労

働
は
生
産
性
低
下
の
み
な
ら
ず
、

出
産
・
育
児
を
行
う
女
性
社
員
、

親
を
介
護
す
る
シ
ニ
ア
世
代
が
働

き
続
け
ら
れ
な
い
な
ど
社
会
的
イ

メ
ー
ジ
の
悪
化
に
つ
な
が
る
。

情
報
サ
ー
ビ
ス
企
業
は
付
加
価

値
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
に
、
社
員
に
高
い
創
造
性
を

求
め
る
べ
き
で
あ
る
が
、
実
際
に

は
異
な
る
。
こ
れ
を
変
え
な
け
れ

ば
真
の
Ｉ
Ｔ
価
値
を
提
供
で
き
な

Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｋ
上
席
執
行
役
員

人
事
グ
ル
ー
プ
分
掌
役
員

播
磨
昭
彦
氏

６
０
時
間
の
原
則
的
上
限
に
近
づ

け
る
努
力
」
を
明
定
し
た
。

　

過
労
死
や
過
労
自
殺
は
、
年
間

２
０
０
件
前
後
起
き
て
い
る
。
先

進
国
で
は
あ
り
得
な
い
数
字
で
、

日
本
発
の
「
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
」

が
世
界
共
通
言
語
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
寝
る
間
も
な
い
働
き
方
が

原
因
で
あ
り
、「
勤
務
間
イ
ン
タ

ー
バ
ル
制
度
」
を
努
力
義
務
と
し

て
法
令
化
を
進
め
る
。
パ
ワ
ハ
ラ

対
策
も
入
れ
込
ま
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

　

企
業
の
45

％
は
「
36
協

定
」（
法
定

労
働
時
間
外

や
休
日
に
従

業
員
を
働
か
せ
る
た
め
に
労
使
で

結
ぶ
協
定
）を
締
結
し
て
お
ら
ず
、

法
改
正
さ
れ
て
も
そ
の
ま
ま
で
は

意
味
が
な
い
。
労
使
関
係
の
機
能

が
広
が
ら
な
い
と
意
味
の
あ
る
も

の
に
な
ら
な
い
。
従
業
員
代
表
制

を
検
討
し
、
き
ち
ん
と
機
能
す
る

枠
組
み
を
決
め
る
こ
と
も
重
要

だ
。

目
標
だ
。

　

政
府
の
「
働
き
方
改
革
実
現
会

議
」
は
、
長
時
間
労
働
是
正
や
同

一
労
働
同
一
賃
金
を
中
心
に
し
た

実
行
計
画
を
取
り
ま
と
め
て
お

り
、
今
年
３
～
４
月
に
は
法
案
審

議
に
入
る
。

　

残
業
の
上
限
設
定
に
関
し
て

は
、
会
議
に
出
る
前
に
「
月
最
大

１
０
０
時
間
」
と
い
う
政
府
原
案

が
各
紙
の
見
出
し
に
お
ど
っ
た
。

　

80
時
間
以
上
の
残
業
は
、
過
労

死
や
脳
疾
患
、
心
疾
患
の
蓋
然
性

が
高
ま
る
と
い
わ
れ
、
本
会
議
で

「
１
０
０
時
間
は
あ
り
得
な
い
」

と
発
言
。
改
め
て
連
合
と
経
団
連

で
決
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
労
使

合
意
で
は
「
上
限
規
制
と
し
て
１

０
０
時
間
を
基
準
値
と
す
る
」
と

な
っ
た
が
、「
月
45
時
間
、
年
３

　

日
本
の
雇
用
労
働
者
は
５
５
０

０
万
人
、
日
本
労
働
組
合
総
連
合

会
の
組
合
員
は
７
０
０
万
人
弱
で

全
体
の
12
％
未
満
だ
。
労
働
者
の

８
割
以
上
が
労
働
組
合
に
所
属
せ

ず
、
集
団
的
な
労
使
関
係
の
枠
組

み
を
持
っ
て
い
な
い
。
連
合
は
雇

用
労
働
者
の

た
め
に
何
が

で
き
る
か
を

考
え
て
取
り

組
み
を
進
め

て
い
る
。

　

連
合
の
考
え
方
の
基
本
は
２
０

１
０
年
に
確
立
し
た
「
働
く
こ
と

を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」
の
実
現

に
向
け
た
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
だ
。

「
教
育
と
働
く
こ
と
を
つ
な
ぐ
」

「
家
族
と
働
く
こ
と
を
つ
な
ぐ
」

「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
や
フ
ル
タ
イ
ム

な
ど
働
く
か
た
ち
を
変
え
る
」「
失

業
と
就
業
を
つ
な
ぐ
」「
生
涯
現

役
社
会
を
作
る
」
と
い
う
５
つ
が

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会

会
長

神
津
里
季
生
氏

　
長
時
間
労
働
、
過
労
死
を
防
ぐ

　
会
議
で
の
審
議
・
法
令
化
進
む

シ
ス
テ
ム
テ
ス
ト
の
順
序
を
入
れ

替
え
た
と
こ
ろ
、
労
働
時
間
の
平

準
化
・
残
業
時
間
減
少
・
質
の
向

上
、
個
人
の
経
験
へ
の
依
存
が
低

減
し
た
。

　

早
期
す
り
合
わ
せ
が
、
仕
事
と

生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
、
経
験
へ

の
依
存
を
回
避
さ
せ
、
情
報
共
有

を
通
じ
た
チ
ー
ム
で
の
問
題
解
決

を
容
易
に
し
た
。
時
代
に
合
わ
せ

た
日
本
企
業
の
組
織
、
人
事
制
度

改
革
の
た
め
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

役
割
は
重
要
だ
。働
き
方
改
革
は
、

柔
軟
な
働
き
方
と
チ
ー
ム
の
活
用

が
２
本
柱
と
な
る
。

ち
合
わ
せ
時
間
お
よ
び
開
発
以
外

の
業
務
に
従
事
す
る
時
間
に
着
目

し
た
。
日
本
で
は
問
題
発
生
時
の

打
ち
合
わ
せ
時
間
は
３
カ
国
で
最

短
だ
っ
た
が
、
度
を
超
え
た
長
い

打
ち
合
わ
せ
と
組
織
成
果
低
下
の

関
係
性
が
顕
著
だ
っ
た
。
無
駄
を

生
ん
で
い
る
企
業
が
相
当
数
存
在

す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

日
本
企
業
の
強
み
で
あ
る
緊
密

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
能
動

性
も
行
き
過
ぎ
る
と
成
果
を
低
下

さ
せ
る
可
能
性
が
高
い
。
労
働
慣

行
と
作
業
組
織
の
見
直
し
が
必
要

だ
ろ
う
。

の
ス
キ
ル
に
よ
っ
て
決
ま
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
影
響
し
な

い
が
、
問
題
発
生
時
に
は
、
限
ら

れ
た
時
間
内
の
問
題
解
決
の
た
め

効
率
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
情
報
収
集
が
必
要
、
と
い

う
こ
と
だ
。
た
だ
、
情
報
を
提
供

す
る
人
は
そ
の
間
通
常
業
務
を
行

え
な
い
た
め
評
価
さ
れ
な
い
問
題

が
あ
る
。
同
僚
を
助
け
る
こ
と
へ

の
評
価
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
取
り
組

み
、
長
期
互
恵
的
関
係
の
構
築
な

ど
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

費
や
研
究
者
数
、
特
許
出
願
件
数

を
み
て
も
中
・
韓
に
急
速
に
キ
ャ

ッ
チ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
日
本

企
業
は
工
程
間
調
整
は
得
意
だ
が

市
場
ニ
ー
ズ
の
取
り
込
み
が
苦
手

で
、
顧
客
の
真
の
求
め
を
満
た
さ

な
い
新
製
品
を
開
発
す
る
危
険
が

あ
る
。

　

製
品
開
発
エ
ン
ジ
ニ
ア
主
導
ス

タ
イ
ル
の
見
直
し
が
必
要
だ
。
日

本
企
業
特
有
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
縛
ら
れ
容
易
で
は
な
い
が
、

文
系
・
理
系
の
戦
略
的
交
流
・
知

識
共
有
、
市
場
も
技
術
も
理
解
す

る
人
材
育
成
が
急
務
だ
。

第２部　研究者からの発信とパネル討論 

る
。
最
も
期
待
さ
れ
て
い
る
生
産

性
の
計
測
は
難
し
い
た
め
、
生
産

性
と
相
関
し
た
評
価
情
報
の
組
み

合
わ
せ
が
必
要
だ
。
課
題
は
、
Ａ

Ｉ
に
学
習
さ
せ
る
内
容
の
選
別
・

判
断
で
、
社
員
に
不
利
益
な
利
用

は
避
け
る
こ
と
な
ど
明
確
な
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
構
築
も
必
須
だ
。

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
に
お
け
る

早
期
す
り
合
わ
せ
が
、
調
整
不
足

に
伴
う
無
駄
な
作
業
や
や
り
直
し

を
減
ら
し
労
働
時
間
削
減
を
も
た

ら
す
か
研
究
を
行
っ
た
。
自
動
車

部
品
メ
ー
カ
ー
の
車
載
ソ
フ
ト
開

発
部
門
で
、
ユ
ニ
ッ
ト
テ
ス
ト
と

及
び
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
業
で
働
く
エ

ン
ジ
ニ
ア
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
部

品
と
仕
様
と
の
関
係
が
複
雑
な

「
す
り
合
わ
せ
型
」
は
日
本
で
最

も
優
勢
、
単
純
な
「
組
み
合
わ
せ

型
」
は
中
国
が
優
勢
だ
っ
た
。
部

門
を
超
え
た
組
織
編
成
率
、
通
常

時
の
上
司
へ
の
報
告
も
日
本
が
最

多
だ
っ
た
。
一
方
、
問
題
発
生
時

に
は
現
場
レ
ベ
ル
で
解
決
す
る
と

い
う
回
答
は
日
本
が
最
も
高
く
、

担
当
業
務
外
の
問
題
解
決
も
日
本

の
能
動
性
が
最
大
だ
っ
た
。

　

協
力
度
の
高
さ
と
長
時
間
労
働

の
相
関
関
係
を
見
る
た
め
に
、
打

析
、
製
品
の
ア
イ
デ
ア
・
コ
ン
セ

プ
ト
が
策
定
さ
れ
る
上
流
に
分
け

入
っ
た
分
析
が
不
可
欠
だ
。

　

日
本
、
中
国
、
韓
国
の
企
業
で

比
較
し
た
。
製
品
ア
ー
キ
テ
ク
チ

ャ
ー
と
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
適

切
な
組
み
合
わ
せ
に
あ
る
と
き
、

開
発
成
果
が
高
ま
っ
た
の
は
日
本

の
み
だ
っ
た
。
一
方
、
日
本
は
製

品
開
発
の
全
工
程
を
一
貫
し
て
製

品
開
発
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
主
導
す
る

割
合
が
高
く
、
上
流
工
程
主
導
者

の
職
務
経
験
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
・
営
業
経
験
者
の
割
合
が
３

カ
国
中
最
低
だ
っ
た
。
研
究
開
発

ン
が
対
面
場
所
を
把
握
す
る
仕
組

み
を
使
っ
て
対
面
情
報
を
収
集
・

分
析
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
総
時

間
、
人
数
（
次
数
中
心
性
）、
異

な
る
ク
ラ
ス
タ
ー
の
結
節
点
に
位

置
し
た
か
（
媒
介
中
心
性
）
と
い

う
指
標
で
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
接

触
時
間
や
人
数
の
多
さ
は
業
務
成

果
に
影
響
し
な
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
が
、
社
員
間
の
交
流
・
情
報
交

換
の
結
節
点
に
位
置
す
る
人
は
担

当
す
る
問
題
の
自
社
内
解
決
に
貢

献
す
る
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。

　

通
常
業
務
で
の
生
産
性
は
社
員

業
務
の
早
期
す
り
合
わ
せ
が
有
効

顧
客
ニ
ー
ズ
と
開
発
の
乖か
い

離り

が
問
題

情
報
交
換
の
媒
介
者
に
注
目

現
場
の
打
ち
合
わ
せ
時
間
に
着
目

ど
が
有
効
だ
。

　

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
や
Ｉ
Ｔ
の

人
事
に
お
け
る
役
割
は
、
業
務
や

マ
ッ
チ
ン
グ
の
効
率
化
、
人
的
資

本
投
資
効
率
の
改
善
に
分
類
で
き

の
や
む
を
得
な
い
結
果
な
の
か
ど

う
か
を
考
察
す
る
た
め
、
エ
ン
ジ

ニ
ア
個
人
の
仕
事
の
実
態
を
分
析

し
た
。

　

日
本
・
中
国
・
韓
国
の
製
造
業

革
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
。
市

場
セ
グ
メ
ン
ト
ご
と
の
需
要
を
満

た
す
新
製
品
を
開
発
し
、
市
場
に

投
入
し
続
け
る
組
織
能
力
の
再
構

築
が
必
要
だ
。

　

製
品
開
発
プ
ロ
セ
ス
の
研
究
で

は
上
流
と
下
流
の
工
程
全
体
を
見

る
こ
と
が
大
切
だ
。
製
品
ア
ー
キ

テ
ク
チ
ャ
ー
の
選
択
と
人
材
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
方
法
を
結
合
し
た
分

有
効
で
あ
る
こ
と
を
定
量
的
に
把

握
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
サ
ポ
ー
ト
企
業
の

社
員
に
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
セ
ン
サ
ー

を
身
に
着
け
て
も
ら
い
、
赤
外
線

セ
ン
サ
ー
が
対
面
情
報
、
ビ
ー
コ

　

日
本
企
業
の
課
題
克
服
に
は
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
評
価
制
度
と
能
力
開
発
、

チ
ー
ム
の
効
果
的
活
用
・
診
断
な

　

日
本
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
労
働
時

間
は
他
国
に
比
べ
て
長
く
、
能
力

開
発
に
負
の
影
響
を
も
た
ら
し
て

い
る
。
こ
れ
は
複
雑
な
製
品
開
発

　

中
国
・
韓
国
企
業
の
世
界
市
場

で
の
存
在
感
が
増
し
て
い
る
。
一

方
で
、
日
本
企
業
は
高
度
な
製
造

技
術
を
持
ち
な
が
ら
付
加
価
値
獲

得
に
弱
点
が
あ
る
。
競
争
力
回
復

の
た
め
に
は
金
融
緩
和
や
規
制
改

　

職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
ア
イ
デ
ア
交
換
に
よ
る
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
創
出
や
日
々
の
問
題
解

決
に
役
立
ち
、
生
産
性
向
上
に
も
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一
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大
学
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研
究
所
教
授
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留
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氏

一
橋
大
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授

中
島
賢
太
郎
氏

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
に
お
け
る
早
期
す
り

合
わ
せ
の
効
果
と
働
き
方
改
革
へ
の
示
唆

製
品
開
発
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
仕
事
実
態
・

日
中
韓
比
較

製
品
開
発
に
お
け
る
ア
イ
デ
ア
の
創
出
と

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
日
本
の
針
路
を
考
え
る

職
場
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
生
産
性
・

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
セ
ン
サ
に
よ
る
検
証

競
争
力
保
ち
豊
か
さ
享
受
で
き
る
社
会
へ

広
　
　
告

生
産
性
向
上
に
も
効
果
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生産性向上と働き方改革
新たなデータと分析手法を用いた提言

開
会
の
辞

　

働
き
方
改
革
は
政
府
の
重
点
政
策

だ
が
、
日
本
が
競
争
力
を
保
ち
な
が

ら
持
続
可
能
で
豊
か
な
社
会
を
維
持

で
き
る
か
が
真
の
課
題
で
あ
る
。
働

き
方
改
革
は
手
段
で
あ
り
、
目
的
は

持
続
可
能
で
豊
か
な
社
会
の
実
現

だ
。
Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｋ
は
、
２
０
１
０
年
前

後
か
ら
積
極
的
に
残
業
時
間
削
減
、

有
給
休
暇
取
得
１
０
０
％
を
目
指
し

改
革
を
進
め
て
き
た
。
最
近
で
は
働

き
方
改
革
関
連
の
賞
を
軒
並
み
受
賞

し
て
い
る
。
働
き
方
改
革
は
労
働
側

の
課
題
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
政
府
の

「
働
き
方
改
革
実
現
会
議
」
に
参
加

し
て
い
る
神
津
里
季
生
連
合
会
長
に

も
登
壇
い
た
だ
く
。

一
橋
大
学
経
済
研
究
所
教
授

都
留
康
氏

司
会
進
行

健
康
な
労
働
環
境
で
増
収
増
益

社
員
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
改
善


